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・肝臓は軽度または著しく腫大し、多くは黄白色、黄色、黄土色、桃色など淡色となり、

実質は軟弱かつ脆く、しばしば点状出血がみられる（脂肪肝）。 
 
・肝臓は広範囲あるいは部分的に薄緑色、緑色、暗緑色等に変色する（緑色肝）。 
 
・緑色肝では発育不良を伴うこともある。 
 
・肝臓の表面に凹凸が認められることもある。 
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廃 棄 等 の 

措置の根拠  別表第１１（部分廃棄） 

 
 

 

著しく腫大し、全域が黄白色に退

色している。 
著しく腫大し、全域が退色し、境

界明瞭な赤色斑も認められる。 
軽度に腫大し、全域が暗緑色を呈している。 

 

部分的に緑色を呈している。 軽度に腫大し、広範に退色、凹凸

が認められる。 
脂肪肝：腫大した肝細胞の細胞質に種々の大き

さの脂肪滴が存在する。 
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